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作
場
に
於
け
る
貧
誌
の
使
‘
濯
に
就
て
し
な
る
論
文
に
於
て

寺
随
従
弟
が
其
親
方
の
銭
め
に
冷
過
酷
使
せ
ら
る
h
の
放

を
明
仁
し
「
此
等
の
貧
阿
見
に
し
て
英
徒
弟
年
限
を
終
了
し

松
る
者
稀
な
1

り
。
而
し
て
其
多
数
は
冷
遇
酷
伎
の
板
、
往

往
欝
察
を
娯
す
が
'
加
を
背
徳
破
廉
般
の
人
物
f

乙
鋳
る
仁
否
・
一

る
し
と
謂
ヘ
1

り
。
之
を
要
す
る
に
貧
克
の
筑
波
は
例
ヘ
ば

V

ユ
リ
ユ
ー
ス
ピ
エ
リ
!
の
製
作
坊
の
如
を
共
待
泌
滋
悲

懇
拐
を
極
め
文
る
例
外
な
き
に
非
含
る
M
W
決
し
て
牢
一
臓
な

I
り
と
籾
ふ
可
ら
ヂ
。
有
名
な
か
慈
善
家
ジ
ヨ
ナ
ス
、
ハ
ン

ゥ
ェ
ー
は
後
に
至
っ
て
ジ
ャ
ブ
ヅ
ピ
斗
リ
l
伯
が
工
場
内

の
幼
年
工
の
同
情
者
と
し
て
表
れ
北
る
と
等
し
く
製
作
場

仁
一
於
け
る
児
童
の
選
手
と
し
て
江
湖
に
彼
等
の
悲
境
を
訴

へ
な
る
が
一
点
l
レ
七
百
六
十
レ
心
年
仁
恐
に
せ
る
其
著
寸
年
少

閥
民
の
地
位
L

誠
仁
呉
他
の
持
舎
は
十
九
沿
犯
に
於
け
る

幼
年
使
蒐
の
情
況
を
報
道
せ
る
"
も
の
と
野
限
し
て
決
し
て

.
除
崎
北
る
色
彩
の
淡
き
を
使
え
か
」
る
な

'o。
寺
区
の
常
一
な

る
目
的
は
児
童
の
負
携
よ
'
h
ノ
免
れ
ん
sc・
ず
る
に
在
る
唱
の

、
如
く
、
而
し
て
嬰
児
時
代
に
以
て
死
を
苑
れ
ホ
ム
・
ら
て
燃

焼
の
乎
よ

b
脱
し
得
、
党
ツ
心
者
(
明
仁
之
れ
多
数
仁
は
非
主

、，

、
.
、

d
O
4

・
21-E
，e
r
i
b
h
a
 

は
偉
大
な
る
思
想
を
言
語
に
托
す
る
に
非
凡
な
る
能
力
を

有
せ
I

り
、
然
れ
ど
も
自
ら
ζ
れ
を
質
調
列
す
る
の
能
力
に
笠

つ
て
は
醤
微
弱
な
ら
'
き
i

明
断
な
ふ
見
識
と
一
真
に
意
力
の

訓
練
に
快
'
知
せ
t

夕
、
ル
1
y
!
は
巴
に
許
多
の
人
士
、
が
褒
『

表
し
て
而
い
れ
宅
何
等
の
奏
効
な
が
1

り
し
思
怨
に
野
ν
て
新
一

刺
戟
と
新
生
命

ιを
興
ヘ
セ
v
Q

唱
の
に
し
て
氏
が
世
界
の
一

国
松
史
上
に
一
大
勢
力
を
な
す
は
貨
に
A
ぬ
れ
が
た
め
な

h
、
一

ナ
ポ
レ
オ
ン
臼
く
寸
ル
l
y
i
鉱山
hv'hJ
せ
ば
僻
蘭
商
革
命
一

は
窓
に
旭
ら
地
C
P
り
し
な
る
べ
し
じ
よ
¥
始
め
て
卒
民
の
一
服
~

一
品
目
を
試
合
資
効
を
あ
げ
滋
宵
は
彼
等
が
生
得
の
格
利
な
よ
り

t
絶
叫
し
北
る
唱
の
は
邸
ち
ル
l
y
!
な
ιリ
、
由
来
氏
の

数
育
の
芯
線
並
び
に
安
行
の
上
に
有
力
な
る
革
命
を
起
し

食
る
唱
の
個
人
と
し
て
が
も
勝
大
限
髄
と
し
て
宅
異
例
を
認

め
ホ
J

、
ル
ー
ソ
ー
は
蛍
時
知
識
界
並
に
道
徳
上
の
活
動
宏

以
て
有
名
な
1
9
し
ゼ
ネ
バ
市
に
生
れ
た
L
ッ
、
本
市
は
ず
ル

ヂ
イ
ニ
ズ
ム
の
源
泉
に
し
て
熱
必
な
る
道
徳
的
生
活
、
純

潔
な
る
家
族
の
閥
係
、
簡
易
な
る
枇
舎
の
秩
序
説
仁
自
由

政
治
蛾
ん
に
行
は
れ
ル
I
ソ
ー
が
後
年
の
内
ふ
住
地
柁
る
バ

!
府
の
際
燦
奪
俊
に
し
て
百
事
人
工
的
不
道
徳
な
t
り
し
に

j

一

雑

鈴

2

、

ぺ
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六
日
大

F

り
し
な
ら
ん
)
は
方
訟
を
港
ぼ
や
J

場
所
営
問
は
・
下
し
て
徒

弟
、
と
然
3
る
a
h

な
よ
り
一
千
七
百
六
十
レ
存
廃
民
院
は
委
員

を
選
任
し
て
寺
原
に
於
け
る
貧
児
の
お
w
命
に
就
な
て
調
査

せ
し
ひ
る
所
あ
1

り
し
が
其
結
果
は
具
に
収
慨
す
可
を
替
の

あ
ー
ペ
斯
く
て
議
舎
は
新
秩
業
を
議
渇
し
毎
滋
向
見
蛍
…
人

企
扶
助
す
る
が
矯
め
い
ド
ニ
志
六
汗
を
支
給
し
且
つ
尚
一
ヶ

年
間
寺
区
の
嬰
児
、
乞
保
育
し
如
何
北
る
滋
悲

vω
深
安
鯨
鮮
に

却
し
て
は
十
志
を
興
ふ
る
乙
?
に
を
規
定
せ
λ
ツO
(

完
)

川
市
1
4
h
t
s
i
n
H
h
W
A
a

ヘノ

1
9
h
b
W
4
4
J
7
2・
4

挙
手
足
i
i
F
J
E
L
然
、
一
語
(
中
)

守

口

庁

、

日

』

j
i
-
-
で

Z-
」
ノ
一
日
バ

ジ
ヤ
シ
、
ク
ヤ
ツ
グ
、
ル
!
ソ
!
。
ル
!
ソ
!
の
仇
除
は

関
知
tf-
弱
結
、
鼠
八
貨
と
成
俗
、
来
引
力
I
L
反
織
カ
レ
式
配

が
如
・
尚
一
」
会
く
反
到
な
る
一
府
幹
貨
の
給
合
せ
る
告
の
な
よ
り
伎

に
阻
ん
の
理
加
恕
目
的
の
興
債
注
解
し
且
つ
大
学
は
氏
の
的
問
説

~
よ

b
出
で
た
る
迎
怨
界
の
運
動
、
枇
舎
の
組
織
を
了
解
せ

λ
と
紙
せ
ば
帝
人
は
須
ら
く
ル
l
y
!
の
人
格
前
伐
に
定

概
念
務
表
の
形
式
に
闘
す
る
偏
見
は
…
明
之
れ
を
放
榔
札

会
る
ぺ
が
ら
み
少
、
奇
人
が
敬
育
忠
砲
の
夜
回
線
に
閥
ナ
る

A

の
皐
設
営
知
ち
ん
と
欲
せ
ば
殊
に
然
t
り
と
す
、
ル
!
ソ
ト

ぜ

比
せ
ば
著
る
し
き
針
燥
を
な
せ
る
の
地
な
1
9
、
阻
ん
が
若
年
ー

の
数
百
は
一
種
怠
惰
の
生
活
な
ふ
念
、
卸
ち
幼
に
し
て
畿

舎
を
事
・
ぴ
小
説
の
耽
識
に
其
少
年
・
・
織
代
を
窓
過
し
、
之
れ

が
た
め
兵
の
天
性
は
盆
か
・
戚
情
的
情
慾
品
川
に
傾
を
真
に
数

年
の
問
形
式
的
数
育
ル
也
、
受
け
大
'
ち
と
雌
唱
之
れ
に
よ
A
ツて

氏
が
己
に
享
け
た
る
舵
格
を
根
本
よ

6
幾
・
ヂ
に
は
澄
ら
か
」
，

J

り
を
、
十
二
歳
に
し
て
氏
は
成
る
商
買
の
丁
秘
小
僧
と
な

J

り
大
れ
ど
唱
之
れ
に
よ
っ
て
氏
は
其
職
業
生
強
え
安
し
て

却
イ
欺
俄
、
怠
情
、
不
五
砲
を
感
伏
文
・
ム
ツ
、
之
れ
は
内
が
天
性

の
然
か
ら
し
め
し
虞
な
よ
リ
是
よ

b
四
年
の
後
議
々
其
戚
情

を
縦
に
し
セ
る
結
果
正
に
普
通
の
作
浪
撲
と
化
し
会

'o斯

の
如
く
し
て
真
に
数
年
を
費
や
し
品
以
諸
に
自
然
を
愛
し

自
然
を
知
る
の
途
に
山
山
で
セ
-b
、
然
活
小
川
氏
の
枇
格
中
仁
s

最
古
強
大
・
な
t

り
し
は
戚
情
と
情
慾
と
な
1

り
を
司
側
、
.
骨
・
ム
僧

侶
の
好
意
に
よ
'
り
て
…
同
の
食
事
に
一
杯
の
摘
を
奥
へ
ら
・

れ
セ
る
一
動
機
に
よ

'o氏
以
滋
に
必
機
を
一
銭
す
る
に
一
声

れ
1
9
、
此
僧
侶
は
兵
が
他
日
サ
ボ
イ
ヤ
!
ピ
カ
と
し
て
湖
、

佑
し
食
る
人
物
に
し
て
薬
偶
議
事
に
尚
J

り
爾
後
多
年
の
生

活
を
…
幾
せ

b
、
奇
人
が
ル
L
l
y
!
の
生
涯
に
闘
し
て

-ms

d

大
一
七
、

"、、
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く
池
べ
来
t
り
北
る
所
以
は
只
氏
の
教
育
の
理
想
は
ル

l
y

て
は
卒
卒
凡
々
の
思
想
な
J

り
、
臼
く
人
悶
の
幸
一
服
受
賞
γ

は

i
自
身
の
生
活
よ
t
り
後
生
し
・
米
台
北
ゐ
事
を
示
3
ん
が
北
各
人
天
賦
の
椋
利
ド
ト
レ
て
決
し
て
少
数
人
士
を
し
て
私
せ

め
な
ん
氏
の
生
活
に
於
て
も
持
、
北
氏
の
却
論
に
於
て
せ
戚
し
り
ぺ
を
唱
の
に
あ
ら
み
ず
而
し
て
枇
舎
の
制
皮
と
教
育
と

情
が
迎
怨
を
師
惜
し
自
然
的
本
能
及
慾
・
認
が
勢
力
を
占
り
る
は
貨
に
此
一
大
目
的
を
到
達
せ
ん
が
大
め
の
手
段
に
遇
、
さ

を
見
る
ペ
し
、
氏
幻
自
己
の
生
涯
の
経
験
よ
t
り
し
て
道
徳
合
る
な

b
と
且
本
論
と
し
て
之
れ
仁
附
官
一
目
し
て
臼
く
皆
代

宗
数
の
制
御
念
拡
自
然
之
相
接
鮒
す
る
に
よ
ら
て
始
め
て
溌
の
串
術
女
装
政
治
滋
育
は
此
目
的
広
反
し
之
れ
が
現
・
貨
を

民
し
香
料
或
は
他
人
の
数
ヘ
等
仁
よ
っ
て
得
ぺ
さ
に
あ
ら
阻
害
す
る
る
の
な
る
が
故
に
之
れ
根
底
よ
t
り
破
壊
す
べ
き

歩
一
具
に
趨
秒
間
な
る
袈
展
を
な

3
し
め
ん
と
欲
せ
ば
あ
ら
ゆ
一
も
の
な

b
と
、
日
延
れ
貴
仁
爆
薬
γ
ト
火
を
鮎

b
tる
導
火
線
，

る
拘
束
を
脱
し
て
自
然
的
傾
向
を
自
由
に
滋
旗
揚
せ
し
め
も
d

て
と
稀
す
べ
を
な
'
り
。

る
べ
か
ら
古
ノ
と
設
を
柁
る
な
よ
り
0

…
「
自
然
放
態
し
の
説
明
。
和
一
万
一
レ
心
開
九
年
偶
デ
ジ
ョ
ン
感

ル
I
ソ
ー
は
四
十
歳
の
頃
ま
で
目
的
な
く
意
味
唱
な
を
窓
一
士
舎
の
提
起
せ
る
懸
賞
論
文
の
論
題
£
見
一
一
種
の
戚
動
に

窓
漠
々
の
日
月
合
浴
迎
せ
し
が
此
頃
に
至

b
一
大
理
想
を
一
打
、
花
れ
北
I

り
と
は
氏
の
自
ら
述
、
，
ぷ
る
蕗
な
'hJ
、
共
問
題
と

戚
得
し
先
を
の
戚
情
的
の
倣
認
と
情
緒
的
の
偏
見
と
信
念
は
寸
科
阜
の
復
興
は
風
俗
を
純
美
な
ら
し
め
捻
る
か
将
、
党

之
は
設
仁
其
跡
を
絡
も
氏
の
思
想
上
に
一
大
純
化
を
・
来
、
党
腐
敗
せ
し
め
北
る
わ
し
の
質
問
に
し
て
ル
!
ソ
ー
が
之
れ

せ
f

り
、
氏
の
思
想
は
其
蹄
化
閥
的
も
似
蘭
百
の
一
枇
命
日
制
度
仁
封
す
る
符
瀞
は
不
口
定
的
に
し
て
其
著
1
自
然
欣
態
し
の
中

を
根
本
よ
ウ
改
革
し
並
に
諸
閣
の
制
度
に
唱
深
大
な
る
畿
に
論
鴻
せ
る
も
の
な
1
9
、
此
槻
念
允
る
や
蛍
時
の
問
題
に

草
を
及
ぼ
コ
ん
と
す
る
に
あ
よ
ツ
き
、
而
し
て
乙
れ
を
教
育
し
て
ル
l
y
-
-
ι
同
一
の
見
解
を
鴻
べ
な
る
唱
の
も
多
わ

じ
熔
用
ず
る
時
は
数
育
上
に
も
亦
一
新
機
軸
を
開
く
べ
き
ん
ノ
営
、
然
れ
ど
も

t
y
I
Y
1
の
他
人
と
異
な
ιリ
し
欧
州
政
其

ーな
t
り
、
裂
す
る
に
其
概
念
甚
だ
単
純
に
し
て
今
日
に
あ
t
り
論
旨
を
擁
護
す
る
に
般
烈
な
る
熱
情
と
鋭
利
な
る
論
鉾
と

、

s‘ • ， 

-
4
f
a

，
‘
 

一

・

4

i
s
1
i
t
-
-
P
J
 

fu'~~~\~\'.c 
ι汚?¥l'

を
以
て
し
大
る
に
よ
る
、
放
に
兵
の
論
究
最
哲
人
望
み
b

h
紳
仁
強
〈
、
之
れ
を
以
て
寓
物
を
融
解
す
る
"
も
の
と
な
し

て
滋
に
第
一
等
の
選
に
入
ιり
た
t

り
¥
ル
i
y
ー
は
崎
車
純
習
慣
の
体
設
及
び
島
都
政
の
松
精
滅
仙
併
を
股
じ
て
自
由
濁
立

な
な
ぷ
ゼ
ネ
バ
の
余
裕
、
枇
舎
の
欣
態
に
つ
を
白
己
の
詑

P
求
-
一
め
ん

2
・
ず
る
熱
盟
公
有
し
た
る
に
あ

b
、
論
究
提
出

憶
に
残
存
せ
ゐ
彪
を
理
総
化
し
て
表
明
し
立
つ
之
に
自
己
一
の
後
ル
l
y
!
の
名
勝
一
時
に
す
向
く
、
爾
後
数
年
の
関
門

の
目
的
な
き
情
緒
的
生
活
の
詑
憶
を
加
味
し
柁
る
者
に
混
一
間
官
衰
の
枇
舎
に
出
入
し
大
J

り
と
雌
全
治
哲
此
等
の
一
般
命
、

ぎ
や
/
、
五
日
人
州
炉
原
始
的
人
民
仁
つ
を
て
認
識
す
る
が
如
く
一
・
に
潤
し
て
同
情
の
念
を
有
せ
か
」
・
6
号
、
叉
一
方
に
於
ぐ
氏
，

ル
i
ソ
!
の
生
涯
は
其
白
ら
述
べ
た
る
が
如
く
酪
西
部
な
る
一
は
嘗
時
グ
オ
ル
テ
ア
を
山
中
必
と
せ
る
新
思
想
を
代
表
し
政

時
に
際
し
て
は
信
仰
な
く
、
議
読
を
好
み
、
海

vω
を
有
し
、
一
治
上
及
ぴ
祉
交
上
の
階
級
政
治
を
風
廃
し
北
る
有
力
な
る

融
筋
な
く
、
残
忍
怯
溺
に
し
て
食
慾
な
t

り
し
ぷ
る
ぺ
し
、
一
感
者
間
刊
に
ふ
諮
問
配
給
ぴ
北
t

り
、
然
れ
ど
唱
此
等
の
一
枇
舎
に

然
れ
ど

q
此
反
聞
は
積
極
的
に
し
て
徹
頭
徹
尾
自
然
的
な
一
濁
し
て
唱
同
情
同
戚
の
念
を
銚
送
、
す
い
y
り
、
氏
が
終
生
常
に

る
に
み
よ
リ
、
-
出
ω
貨
な
る
鮎
よ

ι一
五
へ
ば
単
純
幸
一
服
滞
日
北
口
県
…
忠
費
に
遜
恭
し
北
る
は
民
主
的
生
活
な
ら
を
、
郎
も
平
氏

両
国
王
直
tfn
一x
r
o
ぺ
を
な
F

り
、
ル
!
ソ
ー
が
自
然
的
生
活
一
に
封
ず
る
同
情
個
人
の
俄
低
に
針
ず
る
信
念
な
I

り
を
、
お

E
ζ

相
到
比
せ
る
蛍
狩
の
生
括
的
も
形
式
的
、
皮
惚
的
、
利
一
ほ
か
く
の
如
く
虚
俄
に
し
て
興
情
乞
一
級
き
一

mmd万
華
美
に

己
的
に
し
て
彼
の
所
制
パ
リ
枇
舎
の
非
人
滋
的
生
一
怖
い
白
一
し
て
宮
絡
に
且
つ
所
南
っ
教
育
あ
る
し
枇
曾
仁
-
出
入
し
っ
、

然
的
生
活
に
比
し
て
幾
多
の
快
鮎
含
有
し
な
L
リ
、
然
れ
ど
一
一
許
多
の
論
交
を
草
し
ヤ
ぅ
、
氏
の
著
述
生
活
は
雨
後
十
一
一
一

司
自
然
的
生
慣
が
世
人
の
思
想
を
泣
く
事
砂
い
か
'
bし
所
以
一
年
の
問
機
一
似
し
て
薬
品
以
後
な
る
配
エ
ミ
i
ル
と
な
す
、
ル

川
い
蛍
時
一
枇
舎
の
特
質
、
北
る
濁
流
を
容
る
ー
も
事
な
く
其
姉
潔
!
ソ
ー
を
し
て
名
を
な

3
し
め
食
る
ー
も
の
は
資
に
此
箸
に

の
鮎
に
於
〈
平
衡
宮
持
す
る
能
は
も

d
bし
に
由
る
も
の
な
し
て
枇
舎
の
革
命
を
迦

3
し
め
党
る
告
の
亦
是
れ
な
台
、

ιペ
然
か
が
も
英
美
紡
は
倒
人
の
僚
伎
を
認
め
、
同
情
の
精
寸
人
間
の
不
平
等
、
bd-
致
し
大
る
原
因
ル
マ
論
・
下
'
'
し
と
一
お
ふ
第

六
日
九
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一
一
の
論
女
時
原
始
人
の
舵
命
問
状
態
仁
闘
す
る
総
像
的
認
泌
く
設
に
は
つ
白
然
的
人
物
-
一
の
阻
磁
せ
ち
る
、
事
な
し
自

に
し
て
一
思
想
は
制
限
い
て
ル
l
ソ
l
の
主
要
な
ゐ
政
治
的
論
自
宅
奪
拡
る
也
、
恐
れ
な
し
而
し
て
上
流
枇
舎
の
感
術
究
遊

女
っ
民
約
論
し
に
及
d
t
tり
此
書
は
資
仁
錦
繍
商
革
命
の
な
る
唱
の
は
務
達
す
る
乙

ιな
を
な
ん
，
、

根
本
主
義
敢
に
服
米
利
加
令
衆
凶
術
立
宣
言
の
旨
艇
を
表
~
此
く
の
如
く
平
等
臼
由
の
大
主
義
が
ル
!
ソ
!
の
車
競
よ

は
し
た
る
唱
の
な
t

り
政
・
府
は
人
民
の
つ
約
束
L

の
結
果
仁
了
り
生
れ
出
で
大
る
が
如
く
、
児
童
を
解
放
に
せ
ん
と
す
る

ー
成
る
唱
の
に
し
て
人
民
は
成
人
を
限
り
て
統
治
の
械
を
委
一
敬
一
行
の
大
主
義
母
亦
ル
i
y
l
ょ
ん
出
で
北
6
1民
約
論
L

托
し
一
般
残
余
の
人
民
は
統
治
機
含
有
す
る
階
級
の
服
務
…
の
一
舎
が
疏
米
利
加
憲
法
の
萌
芽
を
有
す
る
が
如
く
つ
品

に
酬
ゆ
る
に
或
服
役
を
以
て
す
る
唱
の
な
ん
か
く
の
加
を
一
ミ
l
ル
し
宅
亦
幼
稚
閥
、
日
波
怯
の
一
初
等
教
育
事
業
、
及
ぴ

約
束
を
以
て
成
立
せ
る
政
府
は
人
民
と
相
会
は
な
る
に
於
一
近
世
の
金
数
育
概
念
の
端
絡
を
閲
念
大
る
州
市
の
と
溜
1
0

べ

て
は
何
時
仁
て
宅
解
散
し
得
べ
を
唱
の
な

b
z一
五
ふ
、
設
一
し
、

に
番
人
の
注
意
す
べ
き
は
寸
自
然
的
航
路
し
中
に
述
べ
北
一
一
ー
で
と
1
ル
し
及
び
自
然
に
順
勝
せ
る
教
育
。
?
と
i
ル

る
氏
の
思
想
が
「
民
約
論
L

中
に
於
て
は
袷
幾
克
せ
る
ζ

一
は
必
ず
ば
小
説
宇
ば
演
縛
的
鉱
山
地
の
長
き
物
部
に
し
て
ル
}

と
な
t

り
後
装
仁
一
於
て
は
野
町
慌
の
生
活
は
理
-
訟
の
境
に
あ
ら
…
ソ
ー
が
自
己
の
迎
想
一
枇
舎
に
蹴
勝
す
べ
き
青
年
の
数
宵
を

ホ
ノ
人
民
の
規
約
に
て
組
成
せ
ら
れ
党
る
…
枇
命
日
組
織
乙
そ
却
…
述
べ
大
る
も
の
な
I

り
、
児
童
は
其
の
雨
一
級
及
・
ぴ
感
一
一
統
を
雌

て
迎
惣
の
天
地
な
ん
4
1と
せ
ん
ノ
、
此
組
織
に
於
て
勢
力
を
有
一
れ
枇
舎
と
隔
絶
し
一
人
の
理
必
的
数
削
の
下
に
托
し
常
に

す
る
M

も
の
は
一
般
人
民
の
鼠
・
純
な
る
飯
向
F
F
姿
盟
に
し
て
~
自
然
の
美
観
E
自
然
の
不
可
思
議
と
に
按
倒
せ
し
む
る
な

げ
小
議
の
官
を
識
し
て
閑
日
月
を
活
力
利
己
必
を
飽
に
す
る
ん
J

所
制
問
「
自
然
に
版
総
せ
る
数
古
L

M

い
此
論
説
中
に
遺
憾

貸
挨
祉
舎
な
る
者
見
る
べ
か
ら
ホ
J

か
く
の
'
如
き
枇
合
に
於
な
く
解
説
せ
ら
れ
大
ん
、

て
乙
そ
始
め
て
理
想
的
生
活
に
向
っ
て
歩
誠
を
治
め
得
ぺ
寸
子
、
、
l
ル
し
・
防
止
期
以
北
る
自
然
な
る
認
の
…
…
…
様
の
窓
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味
。
該
著
関
命
令
第
一
の
究
怠
・
に
薬
根
本
主
義
を
逃
ぺ
て
日
ふ
べ
き
M

も
の
な
る
事
を
数
ヘ
文
一
t
h
/

、
「
自
然
的
人
物
し
と
は

、
く
っ
総
べ
て
の
物
自
然
創
作
者
の
手
よ
r
り
出
歩
る
時
は
品
菅
野
轡
人
に
あ
ら
ホ
ノ
自
己
天
牧
の
絵
則
に
従
ぴ
之
れ
が
指
導

良
な
れ
ど
哲
人
の
手
に
務
ら
ば
腐
敗
ず
し
と
、
ル
}
ソ
ー
を
受
く
る
彪
の
人
な
ら
之
等
の
怯
則
は
其
他
総
べ
て
の
天

は
自
然
な
る
語
の
周
訟
に
付
を
て
常
仁
一
定
不
援
な
ら
安
一
一
然
絵
と
一
般
五
口
人
の
研
践
に
よ
っ
て
附
明
し
得
べ
を
も
の

之
れ
を
雑
多
な
る
意
味
に
周
ふ
る
と
雌
宅
通
常
一
一
一
様
の
意
…
な
の
か
く
の
如
を
対
も
の
が
自
然
順
応
の
教
育
の
本
義
な
る

議
を
有
し
英
戦
れ
が
を
示
ー
す
が
も
の
な
よ
リ
、
…
が
故
に
祉
舎
ヘ
の
同
体
濁
は
か
く
し
て
給
巣
す
る
が
り
の
と
知

之
ミ
i
ご
中
に
用
以
北
る
自
然
な
る
識
の
第
一
意
義
一
る
ぺ
し
、
ル
l
y
!
の
日
く
っ
脅
人
は
人
を
作
ら
ん
か
綿
花

は
其
著
述
に
於
け
る
が
如
く
一
枇
曾
的
の
替
の
な
L
リ
つ
民
約
一
国
民
を
作
ら
ん
か
二
者
裳
一
を
選
ば
診
る
べ
か
ら
ポ
詩
人

論
し
中
に
滋
歩
一
せ
る
究
明
の
扶
態
は
更
に
異
圧
な
る
政
治
…
は
爾
孝
ど
岡
崎
に
養
成
す
る
事
能
肘
い
な
れ
ば
な

b
L
t然

的
主
義
に
基
く
べ
を
?
の
に
し
て
か
ぐ
し
て
枇
舎
の
典
型
一
れ
ど
宅
一
音
人
は
記
せ
な
る
べ
か
ら
歩
、
ル
l
y
ー
が
総
べ

は
第
十
八
世
紀
に
於
け
る
よ

L
唱
更
に
大
に
改
善
し
得
ベ
一
て
之
等
の
鼠
設
を
な
唱
す
に
嘗
b
英
胸
中
仁
映
照
し
な
る
対
市

営
刃
も
の
な
る
事
を
示
し
大
t

ク
ル
i
ソ
ー
は
?
と
!
ル
中
に
一
の
は
第
十
八
世
紀
の
究
明
な
A
ツ
し
事
を
、

述
べ
て
臼
〈
教
育
な
る
唱
の
紘
一
般
舎
の
形
式
或
は
無
意
味
一
自
然
に
劃
す
る
第
二
の
意
義
を
考
ふ
る
紅
白
本
能
的
剣
断
、

な
る
感
絞
の
図
襲
仁
基
を
或
は
児
童
の
件
質
宕
解
せ
ホ
J

し
…
原
始
的
情
緒
、
自
然
的
本
能
、
っ
最
A

初
の
印
象
し
等
以
行
潟

で
行
以
得
べ
を
唱
の
仁
あ
ら
歩
必
ホ
/
や
異
に
人
の
天
牲
を
…
の
基
礎
と
し
て
反
省
戒
以
交
際
仁
よ

b
て
生
ヂ
る
経
験
よ

了
知
し
北
る
後
な
p
り
才
る
べ
か
ち
・
ず
と
、
人
間
の
糠
利
は

f
夕
刻
も
信
頼
す
る
に
足
る
と
の
窓
味
に
し
て
「
，
か
う
心
掛
邸

ι

制
抑
止
り
自
己
天
性
の
一
法
則
中
仁
の
み
求
む
べ
き
悲
の
な
る
事
の
生
、
性
な
る
以
前
仁
一
於
け
る
(
他
人
よ
λ
ツ
得
食
る
恩
惣

ι

7

は
寸
館
内
約
論
」
中
仁
設
け
る
践
に
し
て
つ
で
ミ
}
ル
し
に
剣
蹴
酬
の
経
験
の
北
め
に
)
乙
の
性
質
を
櫛
し
て
吾
人
の
天

川
於
ー
は
激
育
は
的
も
之
等
の
絵
則
の
示
す
底
に
従
っ
て
行
牲
と
櫛
ナ
、
故
に
ル
l
y
i
は
数
育
上
智
憤
養
成
の
有
害

線

総

t

‘

事

、

一
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山
な
る
を
誘
ぎ
つ
児
童
を
し
で
作
ら
し
む
べ
き
唯
一
の
習
慣
菜
一
な
b
L
E稀
し
た
よ
リ
O

占
は
何
等
の
縮
問
慌
を
唱
作
ら
し
め
も
d

る
乙
1
p

し
な
よ
リ
い
と
習
慣
消
極
的
教
育
。
宮
崎
議
育
上
及
ぴ
宗
教
上
の
敬
義
に
線
b

と
は
実
化
識
は
他
人
の
敬
一
不
等
に
よ
ム
ツ
て
邸
機
一
真
を
蒙
ら
か
』
て
勢
力
を
占
め
允
る
人
糾
問
視
殊
に
児
童
の
天
性
論
は
正
に

る
原
始
的
気
質
と
云
ふ
意
味
に
於
て
の
品
許
容
す
ぺ
ぎ
の
一
ル
l
y
l
の
設
と
反
濁
す
る
H

も
の
に
し
て
人
性
本
来
は
磁

み
然
れ
ど
唱
普
通
の
意
義
仁
一
於
け
る
習
慣
は
須
ら
く
避
く
一
な

6
1」
思
惟
し
文
t

り
故
に
宗
数
の
訓
練
及
滋
育
の
目
的
は

ぺ
ぎ
改
υ
の

な

。

、

一

本

来

の

俳

質

を

根

絶

し

之

れ

に

代

ゆ

る

に

人

間

の

指

議

に

自
然
な
る
語
の
第
三
の
意
識
は
人
間
以
下
の
無
生
物
の
性
…
よ
っ
て
養
成
せ
る
性
質
を
揃
う
る
に
在
'
り
と
せ
よ
ッ
、
ル

1

・
貨
を
示
す
が
鋳
め
に
用
ぴ
北
る
需
の
な
I

り
、
人
間
よ
J

り
出
一
ソ
ー
は
次
の
如
を
主
義
を
以
て
之
れ
に
濁
抗
せ
よ
り
寸
最
初

で
花
る
腐
の
感
激
育
は
動
物
、
植
物
、
物
理
的
現
象
及
び
一
の
教
育
は
全
然
消
極
的
、
花
る
べ
し
そ
は
滋
徳
及
具
現
の
原

総
べ
て
の
自
然
カ
に
紺
援
絢
し
之
れ
に
封
し
て
恐
怖
必
を
一
郎
を
数
ゆ
る
に
あ
ら
み
が
J

し
て
必
情
及
必
意
が
感
徳
及
誤
謬

抱
く
と
と
な
く
普
く
親
和
す
る
乙
と
に
由
っ
て
除
去
し
得
一
に
降
ら
才
ち
ん
事
を
擁
護
す
る
に
夜
b
L
t故
に
ル
l
y

ぺ
を
沙
も
の
な

b
と
、
ル
i
ソ
ー
は
所
南
「
自
然
好
愛
者
し
一
!
の
設
に
よ
れ
ば
児
童
の
教
育
は
各
自
の
天
性
、
谷
自
の

に
し
て
其
の
皐
設
に
よ
っ
て
大
に
自
然
的
興
味
伝
競
吹
し
…
力
、
各
自
の
自
然
的
傾
向
を
裁
く
自
由
に
接
民
せ
し
り
る

t
，
る
結
果
自
然
魁
味
の
女
皐
欧
洲
大
陸
及
ぴ
英
闘
に
興
れ
…
に
在
ん
而
し
て
鬼
堂
の
意
味
除
決
じ
て
限
磯
す
べ
を
宅
の

f

り
然
れ
ど
が
も
ル
l
y
!
の
概
念
は
人
間
の
枇
合
的
生
活
に
一
に
あ
ら
か
』
る
な
L

リ、

封
ず
る
嫌
忌
よ
ム
ツ
起
L

ツ
セ
る
唱
の
に
し
て
甚
だ
爽
快
な
る

d

ル
i
y
!
は
最
も
驚
く
べ
き
滋
説
を
以
て
此
消
極
的
救
育

が
も
の
に
非
ら
も
c
b
を
故
に
会
〈
一
枇
舎
と
隔
絶
し
て
隠
遁
的
を
説
く
と
機
唱
教
育
を
全
然
成
止
す
べ
し
と
一
万
ふ
に
非
ヂ

生
活
を
愛
ナ
る
が
如
を
思
想
の
傾
向
を
有
し
た
よ
リ
当
れ
ば
し
て
従
来
安
行
し
来
れ
る
数
育
と
甚
だ
其
の
鎖
を
異
に
せ

氏
は
道
徳
上
じ
電
線
、
党
髄
育
上
に
弘
「
一
枇
舎
は
人
類
の
成
る
教
育
法
を
用
ゆ
ぺ
き
乙
と
を
主
張
し
大
る
な
t
リ、「品、、、
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一
才
よ
ら
五
才
に
塗
る
教
育
。
此
初
期
の
教
育
に
閥
ず

る
感
設
の
大
一
裂
は
縦
次
を
以
て
赤
子
を
続
帯
し
た
る
習
慣

を
非
難
し
、
自
由
を
束
縛
し
て
戸
内
の
生
活
を
な
3
し
U

る
を
責
め
、
且
つ
天
然
の
性
俳
慾
川
県
を
阻
害
し
児
童
が
示

、
だ
不
圧
の
仰
な
る
を
解
せ
歩
何
故
に
持
せ
ら
る
-
、
ゃ
を
解

せ
か
る
仁
拘
は
ら
ポ
部
会
課
す
る
の
不
鴬
な
る
を
稿
一
へ
た

る
M

も
の
な
t

り
叉
川
園
生
活
的
滋
戯
及
運
動
等
を
嘆
棉
ず
る

事
極
ま
ム
ソ
な
く
日
(
つ
身
世
虚
弱
な
る
時
は
ぬ
続
々
髄
欲
を

添
に
ず
れ
ど

-g強
壮
な
れ
ば
強
批
な
る
式
け
柔
順
な
る
M

も

の
な
ん
肉
慾
は
総
て
柔
弱
な
る
身
慨
に
宿
る
H
U
の
な
L
リし

と
叉
日
く
「
総
べ
て
の
惑
行
は
虚
弱
な
る
よ
-O
組
る
が
も
の

じ
し
て
児
童
の
慈
し
き
は
弱
含
が
花
め
の
み
之
れ
を
し
て

強
壮
な
ら
し
り
れ
ば
善
事
を
な
す
事
必
せ

b
何
事
を
宅
な

一
し
得
る
唱
の
拡
感
事
を
せ
み
少
し
と
、
わ
く
て
児
童
の
相
官
誠

一
滋
徳
の
数
育
仁
川
μ
何
等
の
投
意
を
傾
く
る
事
な
く
は
堂

μ

J

滋
ふ
ぺ
を
語
穎
集
を
制
限
す
ぺ
を
事
を
稀
へ
た
i

り
、
「
児
童
J

が
有
す
る
概
念
よ

b
分
、
多
く
の
認
を
知
ら
し
ひ
る
事
邸
も

児
童
が
考
ヘ
得
る
よ
ー
り
宅
多
く
の
事
を
山
一
一
口
は
し
り
ふ
は
大

な
る
不
利
盆
な
O
L
E
a
、

ムハ一一一一一

t 

，" 

， 

ー
ル
し
仁
封
ず
る
数
多
の
駁
論
じ
謝
し
て
之
れ
を
鮮
設
し

北
る
二
宮

mm中
に
ル
i
y
l
は
述
べ
て
臼
く
寸
余
、
が
積
極

的
数
育
法
と
梢
す
る
は
や
訟
を
早
熟
せ
し
め
児
童
を
数
訓

ず
る
に
成
人
の
義
務
を
以
て
す
る
数
百
を
云
ふ
な
ん
叉
余

が
消
極
的
教
育
法
と
柄
す
る
は
直
接
に
相
官
識
を
授
け
歩
先

づ
相
官
織
の
機
関
た
る
諸
機
能
を
完
備
せ
し
め
ん
乙
と
を
努

め
知
地
閣
の
訓
練
k
趨
嘗
な
ら
し
め
以
て
迎
牲
に
至
る
の
滋

ぞ
作
る
刃
も
の
な
I

り
故
に
消
極
的
数
育
法
は
怠
惰
ど
以
て
川
崎

聞
を
盗
殺
せ
し
む
る
前
に
あ
ら
安
否
大
に
然
ら
ホ
ノ
徳
性
を

授
け
-JF
し
て
邪
惑
を
防
ぎ
英
理
を
数
ヘ
ポ
ノ
し
て
誤
謬
に
陥

る
を
擁
護
し
見
・
震
が
異
理
を
了
解
す
る
の
年
齢
に
到
惑
す

る
に
及
び
て
自
ら
奨
迎
の
正
惑
に
進
み
叉
普
bv-
認
識
し
て

之
れ
を
愛
す
る
の
能
力
を
獲
る
に
反
び
白
ら
普
に
向
ふ
が

如
き
必
意
の
傾
向
を
作
る
に
在
t
り、

ル
!
ソ
!
の
概
念
、
が
併
殺
に
困
難
に
し
て
日
一
其
数
育
の
思

旭
川
r
何
等
の
俄
値
何
等
の
影
響
を
有
せ
ホ
ノ
ス
」
稲
せ
ら
る
、

所
以
は
，
W
A
に
此
の
消
極
的
に
し
て
危
険
な
る
主
4

抜
に
基
く

者
な
よ
り
異
に
か
i
ソ
ー
を
解
せ
ん
と
せ
ば
吾
λ
は
必
歩
や

氏
が
筆
た
と
J

り
北
る
宮
崎
の
光
景
を
詳
察
せ
合
る
可
ら

雑
一
九
総

、110



ぺ
き
主
な
る
書
籍
な
y

り
。
相
官
識
と
奨
理
と
は
明
瞭
に
区
別
以
て
主
要
の
動
機
と
な
し
自
己
の
満
足
自
己
の
設
問
仰
を
以

ず
べ
き
"
も
の
に
し
て
寸
有
用
L

な
る
と
一
合
と
が
も
亦
以
上
の
て
終
局
の
目
的
色
せ
l
h
J
O

今
や
青
年
は
他
人
と
相
交
は
る

雨
者
よ
1

り
恒
分
せ
た
~
る
べ
か
ら
ホ
J

、

、

生

活

の

然

め

仁

数

古

H
b
t
s
受
け
枇
舎
の
関
係
中
仁
養
成
せ
ら
-

少
年
エ
ミ
!
ル
は
其
他
の
事
唱
皐
ぴ
北
る
が
叉
一
つ
の
臓
れ
も
d

る
ベ
ヤ
り
ナ
。
而
し
て
他
人
の
愛
を
以
て
主
要
の
動

業
を
唱
感
ぴ
北
・
660
其
目
的
は
職
業
を
知
ら
ん
が
潟
め
よ
機
と
な
し
情
緒
の
後
議
選
徳
の
完
全
を
以
て
目
標
と
せ
才

.
，
り
は
寧
ろ
臓
業
を
騨
蔑
ず
る
偏
見
を
打
破
せ
ん
が
潟
め
な
る
べ
か
ら
歩
。
始
め
ル
!
ソ
ー
は
十
二
才
よ
人
ソ
十
五
才
に

ιワ
念
。
ル
!
ソ
ー
は
荻
育
上
手
番
及
ば
工
業
的
活
動
の
雪
一
至
る
未
成
年
期
を
以
て
数
育
上
最
唱
軍
要
な
る
時
期
な
ム
ソ

一
安
な
る
所
以
を
論
述
し
大
ゐ
中
に
大
仁
赴
舎
の
利
翁
を
考
)
よ
」
税
し
大
t

り
。
日
く
寸
此
時
期
を
以
て
通
常
の
教
育
渇
穏

ふ
ぺ
を
を
主
践
し
現
今
に
於
て
重
脱
せ
ら
る
‘
.
、
必
別
感
上
一
は
終
結
ー
す
ふ
が
も
の
な
b
o
然
れ
ど
ぷ
υ
般
密
な
る
意
義
よ
よ
ツ

の
利
議
を
考
ふ
ぺ
合
事
宏
銃
一
わ
か
」
'
り
を
。
此
時
期
の
最
終
了
沼
へ
ば
数
百
は
乙
れ
よ
ん
ぞ
開
始
す
ぺ
合
。
此
特
に
至
る

仁
於
で
つ
品
、
ミ
!
ル
は
勤
勉
節
制
忍
制
限
礼
賛
仁
し
て
磁
力
恭
一
ま
で
?
ミ
!
ル
は
間
抜
的
交
際
&
除
を
他
人
と
相
践
例
せ

に
充
て
bi--:
・
中
略
:
:
:
抑
制
織
い
甚
だ
乏
し
け
れ
ど
も
汗
一
し
め
ら
ゐ
h

乙
と
な
わ
ん
を
。
且
つ
自
己
の
興
味
及
川
ω
求

は
皆
白
己
の
相
官
識
に
し
て
一
知
半
解
の
唱
の
な
し
・
:
一
一
誠
一
知
必
の
動
機
以
外
じ
動
機
を
'
…
仰
せ
F
iり
を
つ
彼
は
恐
ら
く

者
よ
か
く
し
て
十
五
才
に
怒
し
北
ゐ
児
童
を
以
て
従
来
の
一
一
測
の
名
3
・
宅
問
が
才

b
L
な
る
べ
L
J
A
A
7
や
彼
の
教
育
は

年
月
を
密
投
し
た
る
唱
の
と
胤
惟
す
ふ
や
如
何
、
一
殿
働
省
に
道
徳
的
宗
激
的
な
ら
才
る
べ
か
ら
み
少
。
従
来
他
人

十
五
才
よ
み
ニ
十
才
に
資
る
数
向
。
従
来
は
?
と

i
ル
の

7ζ
相
接
関
し
北
ゐ
は
車
に
習
慣
の
闘
係
に
過
ぎ
か
』
t
り
し
が

身
櫛
戚
畷
脳
髄
の
鍛
錬
k
翁
し
来
y

り
士
。
。
今
-U
其
必
を
爾
後
以
同
情
必
に
一
致
し
情
緒
的
総
隙
を
基
礎
と
せ
才
る

養
成
す
べ
き
時
は
来
J

ら
ぬ
。
従
来
此
の
弘
章
は
る
・
…
然
自
己
べ
か
ら
み
y
o
放
に
数
育
の
会
悦
質
は
設
に
締
深
化
を
受
け
合

閣
の
斜
め
に
自
己
の
カ
に
よ
ん
〆
て
敬
市
円
せ
ら
れ
自
己
の
愛
を
る
を
得
芯
ゐ
を
得
本
/
0
つ
皆
然
人
間
の
勉
め
て
緋
究
す
べ
合

-
雑
一
餓

1

f

L

し

い

~

六

日

一

五

J
F
 ，，Je 
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邑

九

一
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I
s
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v
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雑i

v

絞

J
い

e

・

.

・

1

‘

ム

ハ

ニ

閥

、

一

五
才
よ
み
十
二
才
に
端
ぬ
る
滋
育
o

乙
れ
つ
人
生
の
最
管
支
論
し
、
参
照
し
、
原
則
ど
後
見
す
る
唱
の
な
t

り、
y

大
な
る
期
間
」
に
し
て
之
れ
を
支
配
す
ぺ
を
こ
原
則
は
消
十
二
才
ょ
ん
十
五
才
に
湿
る
数
育
。
此
時
代
は
鴬
人
の
カ

極
的
教
育
法
I
ζ

滋
徳
訓
練
を
自
然
の
成
行
に
候
ず
る
事
と
量
増
進
し
て
其
必
要
以
上
に
法
ナ
ゐ
の
時
期
な
FOo
智
宵

に
あ
b
、
通
常
斜
す
が
如
く
児
童
を
し
て
あ
ら
ゆ
る
積
額
，
の
給
巣
は
一
般
に
諸
々
抑
制
械
の
一
県
盟
を
大
に
し
之
れ
を
織

の
概
念
を
抱
か
し
む
る
事
宏
勉
め
ポ
児
童
の
必
意
を
担
し
た
す
べ
き
必
カ
の
滋
良
之
れ
に
作
は
か
・
}
円
，
b
H
も
の
な
る
が
故

或
は
之
れ
を
強
ゆ
る
が
如
き
乙
と
は
一
初
行
は
か
」
7
0

に
あ
仁
此
時
代
に
蛍
'
り
て
は
専
ら
相
官
識
の
牧
得
に
全
力
を
傾
注

よ
リ
、
小
児
の
時
代
は
宜
し
く
小
児
ら
し
く
す
ぺ
し
斗
自
然
し
得
ぺ
を
時
期
な
ん
と
す
o

然
れ
ど
が
古
典
に
償
値
あ
る
事

は
児
童
が
未
だ
大
人
に
成
ら
も
C

る
聞
は
失
張
ム
ヅ
向
-
童
文
る
物
に
し
て
五
日
人
の
知
ら
か
」
る
べ
か
ら
含
ゐ
は
甚
だ
稀
な
。

ペ
ぎ
を
盟
む
な
よ
り
」
児
童
は
自
ら
好
え
で
説
書
を
な
す
べ
ょ
ん
す
。
求
知
必
ヘ
自
然
的
慾
望
よ
ら
援
す
る
訓
告
識
に
し
て

し
と
蛾
竜
之
れ
を
疋
式
に
滋
ふ
る
の
要
な
し
本
の
何
物
化
賢
な
る
を
誇
る
必
よ
b
援
す
る
"
も
の
に
非
ホ
ノ
)
は
唯
一
の

る
が
を
知
ら
し
め
ヂ
し
て
可
な
I

り
、
っ
身
隣
、
諸
官
能
、
戚
指
導
者
な
t
リ
、
業
開
に
匝
別
の
止
・
一
歩
る
は
之
れ
を
費
地
に

磯
は
充
分
に
練
習
す
ぺ
し
然
れ
ど
も
其
必
意
は
能
ふ
限
1

り
周
ゆ
る
方
訟
の
如
何
に
あ

6
0寸
五
日
人
は
人
が
自
然
的
に
阪

放
任
す
ぺ
し
L

と
は
ル
!
ソ
!
の
忠
舎
な
ら
、
児
童
が
本
味
を
有
せ
念
る
が
如
を
抑
制
誠
官
以
て
初
等
滋
宵
の
感
科
と

の
何
物
、
従
る
わ
所
消
知
識
の
何
物
投
る
か
を
解
せ
も
d

れ
ど
然
す
べ
か
ら
や
ノ
)
広
口
人
の
本
能
が
指
示
す
る
感
科
を
の
み

"
も
巴
に
一
方
に
於
て
は
直
銭
自
身
に
関
係
あ
る
事
物
に
付
研
究
す
べ
を
な

b
し
と
り
此
の
思
似
は
ル

i
y
j
の
時
代

ぎ
て
剣
断
し
先
見
し
論
究
す
る
な
』
り
、
如
何
と
な
れ
ば
a

此
仁
於
け
る
よ

6
4寧
λ
現
代
に
歪
f

り
て
一
見
に
旋
〈
認
め
ら

1

一
敬
宵
は
主
と
し
て
戚
脱
却
の
訓
練
に
し
て
自
然
力
及
ぴ
自
然
れ
北

b
o
此
時
期
仁
於
て
宅
常
ほ
「
書
総
上
の
智
識
L
.
な

現
象
I

乙
直
接
せ
し
り
る
け
」
と
に
よ
2

り
て
潟
し
得
べ
き
喝
の
る
も
の
須
ら
く
少
量
な
る
べ
く
、
ロ
ビ
ン
ソ
シ
グ
ル

i

y

な
J

り
、
児
童
は
自
ら
量
ム
ソ
、
秤
よ
ソ
、
数
へ
、
比
較
し
、
結
ー
は
寸
自
然
服
感
の
生
活
し
緋
究
の
材
料
と
し
て
推
壊
す 、

120 
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唱
の
は
白
己
周
閣
の
隣
係
仁
在
1

り
。
然
れ
ど
ぢ
・
未
だ
自
己
な
れ
ど
も
人
は
親
じ
く
界
誌
の
結
巣
を
経
験
し
て
其
不
利

の
物
質
的
資
荘
以
外
を
知
ら
合
る
に
於
て
は
専
ら
事
物
じ
識
な
る
を
知
ヶ
以
て
罪
認
を
犯
す
乙
と
な
が
る
べ
し
と
一
河

野
ず
る
白
己
の
関
係
な
究
ひ
ペ
し
。
赴
れ
印
私
見
裁
の
職
ふ
が
如
き
危
険
な
る
試
を
潟
し
た
る
に
非
グ
る
は
明
わ
な

分
な
ウ
や
が
て
白
巳
の
道
徳
的
資
在
-
を
戚
得
す
る
に
及
び
一
，
oo寸
如
何
な
る
倫
理
上
の
抑
制
識
と
縦
唱
他
人
の
経
験
或
は

て
は
自
己
の
人
類
に
糊
測
す
る
閥
係
P
這
ー
究
ず
ぺ
し
。
日
疋
れ
4

一
白
己
の
経
験
仁
よ
L
ツ
て
穫
得
し
得
ら
れ
才
る
"
も
の
な
し
。

を
然
ず
は
奇
人
が
み
一
生
涯
.6
一
於
け
る
蛍
然
の
本
分
仁
し
て
一
若
し
薬
の
経
験
に
し
て
危
険
な
る
も
の
な
る
織
は
吾
人
以

此
の
時
期
よ
ら
開
始
す
べ
き
替
の
な
ー
へ
一
一
服
史
上
よ
ら
業
の
教
訓
を
と
る
べ
き
な

b
。
其
経
験
に
し

義
感
爾
牝
の
浴
花
ず
る
白
己
の
愛
は
今
や
全
然
善
仁
向
っ
一
て
何
等
の
結
果
ナ
一
生
件
」
w
d

る
時
は
青
年
k
し
て
其
の
総
総

て
港
、
ま
ん
と
す
る
川
市
の
仁
し
て
而
し
て
之
れ
が
基
礎
を
成
一
に
執
着
し
て
止
0
・Aら
し
り
る
を
可
と
す
、
わ
く
て
?
ミ
l

ず
は
情
緒
的
生
活
な
I

り
。
っ
必
情
の
始
め
て
効
く
や
良
必
の
一
片
は
辞
に
国
防
止
避
く
る
の
ネ
な
ら
・
ポ
J

混
ん
で
諮
を
な
す
べ

芽
設
ド
ト
萌
し
、
始
め
て
愛
附
を
戚
ホ
/
る
や
善
悪
の
戚
念
牛
二
さ
を
教
へ
ら
れ
殊
仁
貧
し
き
唱
の
及
ば
勝
一
制
を
受
く
る
も

み
少
と
。
し
此
訓
錬
は
幼
年
時
代
の
消
極
的
訓
鍬
を
以
て
自
然
一
の
仁
川
到
し
て
同
情
の
涙
を
減
、
ぎ
自
己
の
機
カ
を
主
張
す
る

的
議
遜
の
性
質
b
n
一
治
く
る
に
よ
f

っ
て
翁
し
得
べ
く
而
し
て
一
に
常
r

り
で
は
殿
然
と
し
て
一
歩
を

q
借
3
歩
、
他
人
を
擁

此
の
如
主
俊
民
を
潟
ず
は
訓
刊
一
一
口
に
よ
る
に
非
ふ
少
し
て
人
に
一
議
防
衛
す
る
に
蛍
・
り
て
は
秘
め
て
敏
誌
な

b
と
維

4
叉
自

接
し
師
に
倣
ぴ
服
史
合
研
究
す
る
仁
尚
i

リ
て
建
す
べ
き
な
一
ら
卒
和
の
木
鐸
を
以
て
任
-JPJ

る
宅
の
な
L
リ
、
平
和
を
愛
す

y
り
。
「
青
年
の
数
訓
は
中
一
一
口
訴
を
以
て
輿
ふ
べ
か
ら
ふ
が
J

行
動
を
戸
る
の
精
紳
は
其
の
敬
育
の
結
果
な
l
リ、

以
て
示
す
べ
し
と
は
余
の
反
稜
し
て
巴
ま
ま
る
借
地
な
'
り
、
之
れ
J
・
岡
崎
仁
叉
宗
数
々
育
を
弘
受
く
る
唱
の
に
し
て
十

e

経
験
仁
よ

b
て
数
ヘ
得
ぺ
を
蕗
の
-
唱
の
に
如
何
な
る
事
と
J

五
才
の
折
仁
は
彼
は
白
ら
競
魂
宏
宥
ず
る
乙
と
を
知
ら
ル
ア

離
電
書
籍
に
よ
る
べ
わ
ら
ヂ
し
。
是
れ
ル
!
ソ
!
の
誘
く
蕗
十
八
才
に
歪
t
り
て
未
、
だ
之
れ
を
激
ゆ
べ
か
ら
歩
。
如
何
と

雑、

総

i
h
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な
れ
ば
猿
魂
を
知
る
乙
と
尽
き
に
失
ず
る
時
以
遂
に
之
れ
機
関
の
一
般
に
豆
b
J
L
薬
効
用
放
に
緩
態
史

k
叙
説
す
議
、

を
知
る
乙
と
な
く
し
て
終
る
の
危
険
あ
れ
ば
な
・
0
0
1一
と
此
し
総
論
な
J

り
。
第
二
部
は
真
に
是
を
二
章
に
分
も
第
一
章

最
後
の
三
一
口
中
に
は
氏
が
宗
数
々
育
仁
闘
す
る
根
本
思
想
ま
以
て
鋪
道
の
組
織
及
英
政
策
を
研
究
し
、
第
二
章
生
以

を
見
る
ぺ
詮
な

b
。
若
し
之
れ
を
知
る
乙
と
早
き
に
失
す
て
賃
卒
及
貸
率
政
策
の
論
究
に
充
つ
、
就
中
第
二
点
早
川
仏
本

る
時
は
児
意
の
得
る
廃
の
宗
数
概
念
が
問
中
に
形
成
に
過
ぎ
論
中
最
宅
推
賞
を
依
す
る
部
分
広
し
て
頁
数
圧
に
百
治
々

、
ヂ
し
て
安
際
の
経
験
上
じ
は
ね
川
等
の
僚
値
を
有
せ
か
」
る
口
敏
十
高
山
一
一
日
を
重
ね
て

3
ら
ぬ
、
だ
に
興
味
多
を
此
問
題
を
厳

昔

上

の

模

様

な

る

仁

終

る

べ

し

、

一

府

多

味

多

艦

、

北

ら

し

め

花

J

り
。
第
三
部
は
内
地
水
路

K

闘
す
る
研
究
仁
し
て
、
此
事
情
引
に
闘
す
る
唱
の
は
管
理
経

済

皆

沼

k
l

一
替
の
方
訣
よ
ー
ネ
競
料
に
闘
す
る
事
ま
で
細
大
と
な
く
之

立
場

3

4

G
戒
中

s
今

/

一

一品ゲ
Y

叙
述
せ
よ
ツ
O

最
後
仁
第
四
部
海
運
政
策
の
一
丈
は
一
止
に

釘

む

が

窓

護

策

後

篇

上

三

時

山

内

れ

い

日

間

同

州

、

闘

に

生

C
2

三

遼

金

藤

一

次

に

本

舎

の

後

必

ず

ど

な

す

内

問

商

業

政

策

論

の

内

容

を

一
検
す
る
に
第
…
部
第
二
孝
仁
載
せ
文
る
小
頁
商
業
政
策
は

本
舎
は
英
名
の
一
部
す
が
如
く
ん
筑
紫
数
俊
が
前
に
解
説
上
一
一
消
袋
組
合
、
コ
ア
パ
ー
ト
メ
シ
ト
ス
ト
!
ア
い
行
商
業
他
と

梓
せ
ら
れ
食
る
プ
イ
リ
ツ
ポ
グ
イ
ヅ
チ
兵
の
経
憐
政
策
の
「
小
賀
商
業
と
の
関
係
食
料
品
欝
・
務
不
五
競
争
錦
、
勝
策
な
ど

績
篇
に
し
て
、
第
一
一
一
筋
安
遇
政
策
第
問
篇
内
閣
商
業
政
策
を
各
項
目
に
分
も
論
性
る
唱
の
な
る
が
就
中
コ
ア
パ
ー
ト

の
ニ
篇
よ
I

り
成
ゐ
。
郎
も
本
番
前
半
約
四
百
頁
は
交
通
政
‘
メ
ン
ト
ス
ト
!
ァ
L

及
消
費
組
合
tc・
小
変
商
業
と
の
関
係

策
論
に
し
て
、
是
を
凶
部
に
分
も
第
…
部
に
於
て
は
交
通
を
論
性
る
の
項
は
ゴ
ア
パ

J
ト
メ
シ
ト
ス
ト
!
ア
L

消
費

雑

ソ

録

・

1

‘

大
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